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美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】元気良くダッシュ！ジャンボカルタ大会
（1月22日、村岡老人福祉センター）

※今月号は本紙中に見開き写真を掲載しているため、穴あけ加工を行っていません。
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藤原町長以下幹部職員が出席し、町の方向性を示しました（写真は香住区会場）

香
美
町
で
は
平
成
18
年
度
を
「
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
と
位
置
づ

け
、
行
政
と
町
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
の
特
色
を

生
か
し
た
相
乗
効
果
の
上
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
町
財
政
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、「
ま
ち

づ
く
り
」
と
「
行
財
政
改
革
」
の
同
時
進
行
に
よ
り
、
3
年
間
で
集
中
的
に
財

政
基
盤
を
強
化
し
な
が
ら
香
美
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
改
革
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
各
区
長
さ
ん
や
各
種
団
体
の
代
表
者
を
始
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
う
町
政
懇
談
会
を
各
区
で
行
い
ま
し
た
。（
1
月
26
日
・
村

岡
区
、
1
月
27
日
・
香
住
区
、
1
月
28
日
・
小
代
区
）

各
会
場
で
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
を
十
分
参
考
に
し
て
、

具
体
的
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

1

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
的
施
策

①
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た

観
光
対
策
の
推
進

香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
は
、
何
よ
り
も
産
業
振
興
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
特
に
山
と
海
と
の

特
色
あ
る
資
源
を
活
か
し
、
多
く

の
都
市
住
民
と
の
交
流
を
進
め
る

中
で
観
光
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
資
源
の
有
機
的

連
携
を
進
め
、
観
光
案
内
、
食
材

活
用
、
施
設
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
・

宣
伝
な
ど
、
各
分
野
に
わ
た
っ
て

強
力
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
山
と
海
と
の

特
色
あ
る
産
業
の
振
興

農
林
業
（
畜
産
業
含
む
）、
水
産

業
（
漁
業
、
水
産
加
工
業
）、
商
工

業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
を
進
め

る
と
と
も
に
、
山
と
海
と
の
も
て

る
資
源
を
活
か
し
、
産
業
間
連
携

を
図
る
な
か
で
経
営
基
盤
の
安
定

強
化
、
資
源
の
循
環
、
有
効
活
用
、

地
産
地
消
を
目
指
し
た
付
加
価
値

の
高
い
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

③
活
力
福
祉
社
会
の
創
造

・
若
者
定
住
と
少
子
化
対
策

町
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、

若
い
人
た
ち
が
定
着
し
や
す
い
環

境
や
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
就
業

機
会
の
拡
大
と
住
宅
対
策
な
ど
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
若
者
の

交
流
事
業
を
推
進
し
、
結
婚
対
策

の
強
化
に
努
め
、
若
い
世
代
の
人

口
増
大
を
図
り
ま
す
。
国
の
少
子

化
対
策
と
連
動
し
な
が
ら
子
育
て

の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
能
力
の
積
極
的
活
用

と

健
康
づ
く
り
の
推
進

高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、

前
期
高
齢
者
（
概
ね
74
歳
ま
で
）
の

蓄
積
さ
れ
た
能
力
を
積
極
的
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
身
近
な

活
動
の
場
づ
く
り
を
促
進
し
、
地

域
へ
の
貢
献
活
動
の
支
援
を
推
進

し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
健

康
維
持
、
増
進
に
向
け
て
介
護
予

防
事
業
の
強
化
や
地
域
内
の
福
祉

活
動
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ

青
少
年
の
育
成

次
世
代
を
担
う
香
美
町
の
子
ど

も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
ふ
る

さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
従
来
の

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
垣
根
を

越
え
て
、
学
校
・
地
域
・
公
民
館

な
ど
が
一
体
と
な
り
、
体
験
活
動

な
ど
を
通
し
て
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
を
展
開
し
ま
す
。

香美町のまちづくりに関する
町政懇談会を開催

～まちづくりと行財政改革の方向性を示す～

⑤
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

運
動
の
展
開

町
民
が
一
体
感
を
醸
成
し
な
が

ら
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

展
開
す
る
た
め
、
香
美
町
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
「
香
り
高
く
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
運
動
」
を
推
進
し
ま

す
。現

在
取
り
組
ん
で
い
る
「
桜
つ

つ
み
街
道
づ
く
り
」
を
始
め
、
行

政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

⑥
幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
促
進

町
内
の
幹
線
で
あ
る
主
要
地
方

道
香
住
村
岡
線
「
大
乗
寺
バ
イ
パ

ス
」「
境
バ
イ
パ
ス
」、
国
道
4
8
2

号
「
大
谷
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
着
工

を
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

広
域
的
に
は
地
域
高
規
格
道
路

「
香
住
道
路
」「
余
部
道
路
」
の
工
事

促
進
と
豊
岡
方
面
へ
の
延
伸
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
余
部
鉄
橋
の

架
け
替
え
が
来
年
か
ら
本
格
的
な

着
工
と
な
る
予
定
で
す
。
工
事
の

円
滑
な
推
進
だ
け
で
な
く
、
現
橋

の
保
存
方
法
や
記
念
館
建
設
の
検

討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
架
け
替

え
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
集
中
的

に
開
催
し
、
全
国
に
情
報
発
信
し

ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
財
政
見
通
し

【
平
成
17
年
度
の
状
況
】

香
美
町
は
合
併
で
人
件
費
や
物

件
費
の
削
減
効
果
を
発
揮
し
な
が

ら
も
地
方
債
償
還
金
が
ピ
ー
ク
の

途
上
で
、
介
護
保
険
、
老
人
保
健
、

病
院
事
業
な
ど
へ
の
繰
出
金
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
歳
入

1
3
9
億
円
の
う
ち
、
地
方
交
付

税
が
64
億
円
（
47
％
）
と
半
分
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
自
主

財
源
で
あ
る
町
税
は
13
％
（
18
億

円
）
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
は
1
4
2
億
円
と
な
っ
て

い
て
、
歳
入
に
比
べ
て
3
億
円
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
分

を
補
う
た
め
に
町
の
積
立
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
基
金
の
残

高
は
現
在
約
7
億
円
に
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。

【
平
成
18
年
度
以
降
の

見
通
し
と
対
応
】

昨
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
来
年
度
の
地
方

交
付
税
は
約
1
億
5
千
万
円
程
度

の
減
額
が
見
込
ま
れ
、
町
税
も
増

収
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
歳
出
で
は
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
医
療
、
介
護
関
係
経
費

が
増
大
、
介
護
保
険
、
老
人
保
健
、

病
院
事
業
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
来

年
度
1
億
5
千
万
円
増
加
す
る
見

込
み
で
、
収
支
不
均
衡
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
財
源
不
足
が
約

3
億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
18
年

度
の
財
源
不
足
は
約
6
億
円
に
拡

大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

18
年
度
を
行
財
政
改
革
元
年
と
し

て
、
収
支
の
不
均
衡
解
消
に
向
け

て
次
の
と
お
り
集
中
的
な
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

3

行
財
政
改
革
の
方
向

①
18
年
度
か
ら
3
カ
年
で
改
革
達
成

計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
行
財
政
改
革
効
果
を
早

期
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
か
ら

3
年
間
で
集
中
的
に
抜
本
的
な
行

財
政
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

②
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
確
保

長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営

を
確
立
す
る
た
め
、
3
年
後
の
平

成
21
年
度
の
財
政
調
整
基
金
残
高

を
平
成
17
年
度
と
同
じ
7
億
円
と

し
、
さ
ら
に
将
来
的
に
積
み
増
し

が
で
き
る
よ
う
な
財
政
構
造
に
し

て
い
き
ま
す
。

③
ま
ち
づ
く
り
と

行
財
政
改
革
の
同
時
進
行

ま
ち
づ
く
り
の
主
要
な
財
源
で

あ
る
地
方
交
付
税
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
か
で
、
町
税
や
使
用
料
な

ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
歳
出
の
見
直
し
を
徹

底
し
、
収
支
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
的
な
施
策

へ
の
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

事
務
・
事
業
を
一
層
効
率
化
す
る

こ
と
に
よ
る
人
件
費
や
事
務
的
経

費
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
の

削
減
、
す
べ
て
の
補
助
金
な
ど
の

見
直
し
、
建
設
事
業
を
抑
え
て
公

債
費
の
縮
減
な
ど
を
行
い
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
と
財
政
基
盤
の
確

立
を
同
時
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

・
町
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
を

策
定
し
て
職
員
数
の
削
減
と
人
件

費
の
総
額
を
抑
え
ま
す
。

・
建
設
事
業
な
ど
に
借
り
入
れ
た

地
方
債
の
残
高
は
平
成
17
年
度
末

に
は
2
3
4
億
円
に
達
し
ま
す
。

建
設
事
業
の
緊
急
性
や
効
果
な
ど

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
事
業
の
延

伸
や
縮
小
な
ど
を
行
い
、
投
資
的

な
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

・
住
民
や
各
種
団
体
の
自
立
促
進

の
た
め
、
補
助
金
制
度
見
直
し
、

旧
町
間
、
団
体
間
の
格
差
是
正
や

行
政
と
住
民
の
役
割
分
担
を
見
直

し
ま
す
。

・
旧
町
間
で
格
差
が
あ
る
使
用
料
、

手
数
料
、
負
担
金
な
ど
を
統
一
し

な
が
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
の
た

め
、
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

・
約
3
4
0
カ
所
に
も
及
ぶ
町
有

施
設
の
管
理
や
運
営
方
法
を
改
善

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
経
費
の
削
減
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
町
直
営
施
設
に

つ
い
て
も
事
務
的
な
経
費
の
削
減

に
努
め
ま
す
。

・
早
急
に
改
善
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
公
立
香
住
総
合
病

院
と
村
岡
区
の
3
診
療
所
に
つ
い

て
は
、
赤
字
経
営
を
解
消
す
る
た

め
、
運
営
体
制
な
ど
の
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
、
医
師
確
保
へ
の

取
り
組
み
強
化
と
町
内
の
関
係
医

療
機
関
の
役
割
分
担
や
相
互
補
完

に
よ
り
、
保
健
、
福
祉
、
介
護
が

連
携
し
た
地
域
医
療
体
制
の
確
立

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
町
政
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
発
想
で

抜
本
的
な
改
革
を
し
て
ほ
し
い
。

・
財
政
難
は
合
併
前
か
ら
想
定
内

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

・
産
業
を
活
性
化
さ
せ
な
い
と
人

は
増
え
な
い
。
産
業
振
興
を
第
一

に
考
え
て
。

・
町
を
あ
げ
て
観
光
客
誘
致
に
が

ん
ば
る
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
て
。

・
牛
の
増
頭
対
策
を
ど
う
す
る
の

か
。
目
標
を
持
っ
た
対
策
を
。

・
村
岡
と
小
代
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー

を
ど
う
す
る
の
か
。

・
少
子
化
対
策
は
ま
ず
結
婚
対
策
か

ら
。
結
婚
対
策
委
員
会
の
設
置
を
。

・
若
者
定
住
に
係
る
住
宅
関
係
の

施
策
に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
る
。

・
通
学
費
助
成
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
今
日
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
て
ど

の
よ
う
に
理
解
を
求
め
る
の
か
。

・
学
校
の
統
廃
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
校
舎
の
有
効
利
用
な
ど

も
考
え
て
。

・
補
助
金
が
少
な
く
な
る
と
思
う
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
教
え
て
ほ
し
い
。

・
各
地
区
の
財
政
も
厳
し
い
。
補

助
金
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
を
。

・
町
税
よ
り
人
件
費
が
多
い
。
収

入
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
、
支
出

を
し
て
ほ
し
い
。

・
全
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
町
有
施

設
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

各
会
場
で
出
さ
れ
た

主
な
意
見
な
ど

歳出 
142億円 

公債費 
30億円 
（21％） 

事業費 
24億円 
（17％） 

普通建設 

人件費 
23億円 
（16％） 

物件費 
18億円 
（13％） 

繰出金 
17億円 
（12％） 

補助費など 
16億円 
（11％） 

扶助費 
7億円 
（5％） 

そのほか 
7億円 
（5％） 

平成17年度香美町一般会計予算の歳出内訳



2
月
16
日
〜
3
月
15
日

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

4

確
定
申
告
に
は
、
所
得
税
、
住
民
税
（
町

民
税
・
県
民
税
）
、
国
民
健
康
保
険
税
の
3

種
類
の
申
告
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
申
告
の
期
限
は
、
3
月
15
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
方
法
は
、
所
得
税
を
納
め
る
必

要
の
あ
る
人
は
「
確
定
申
告
書
」
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
を
納
め
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
所
得
の
あ
る
人
と
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告

書
」
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
郵
送
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

□
申
告
書
の
提
出
先

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
税
務
署
、
役
場
税
務
課
、
各
地
域

局
地
域
振
興
課

・
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

役
場
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

平
成
17
年
中
に
所
得
の
あ
る
人
で
す
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額

す
る
制
度
が
あ
る
た
め
、
所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
員
が
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
無
収
入
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
申
告
に
必
要
な
用
紙
類
は
、
昨
年

確
定
申
告
さ
れ
た
人
に
は
、
税
務
署
か
ら

直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
町
民
税
・

県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
は
、

各
区
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

納
税
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず
こ

れ
ら
の
申
告
書
用
紙
と
所
得
な
ど
が
分
か

る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
「
申
告
の
目
安
」
と
し
て
便

宜
的
に
用
い
て
い
た
水
稲
所
得
標
準
は
平

成
17
年
分
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
（
平
成
19
年
2

月
〜
3
月
申
告
分
）
か
ら
は
、
す
べ
て
の
農

家
の
皆
さ
ん
に
「
収
支
計
算
」
で
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
申
告
に
は
、
農
業
に
関
す
る
金
額

が
分
か
る
書
類
（
通
帳
、
売
上
伝
票
、
請
求

書
、
領
収
書
な
ど
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
分
か
ら
は
、
必
ず
保
存
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
税
務
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

豊
岡
税
務
署

1
0
7
9
6
・
22
・
2
1
0
1

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

「
無
収
入
」
で
も
申
告
を
！

「
申
告
書
用
紙
」
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

農
業
所
得
を
水
稲
所
得
標
準

で
申
告
し
て
い
る
農
家
の
皆

さ
ん
へ

期
限
ま
で
に

必
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る

よ
り
、
1
年
分（
4
月
分
〜
翌
年
3
月
分
）

か
6
カ
月
分
（
4
月
分
〜
9
月
分
、
10
月

分
〜
翌
年
3
月
分
）
を
一
括
で
前
納
す
る

方
が
、
割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

さ
ら
に
口
座
振
替
で
納
め
る
と
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
割
引
額
は
ま
だ
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
17
年
度
は
口

座
振
替
で
1
年
分
前
納
し
た
場
合
の
割

引
額
は
3
、
4
2
0
円
で
し
た
。（
6
カ

月
前
納
で
は
9
3
0
円
）

こ
の
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る

1
年
前
納
、
6
カ
月
前
納
（
4
月
分
〜
9

月
分
）
を
希
望
す
る
人
は
3
月
上
旬
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

『
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
希
望
の
金
融
機
関
や
郵

便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
社
会
保
険
事
務
所
、
役
場
・
各
地

域
局
に
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

1
0
7
9
6
・
22
・
3
1
9
6

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

『
前
納
＋
口
座
振
替
』が
お
得
！

2
月
16
日
（
木
）
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
の
期
限
は
3
月
15
日
（
水
）
で
す
。

3
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告

し
ま
し
ょ
う
。
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受付会場

【町納税相談】
●通常申告相談
小代区総合センター青年研修室
●給与所得者対象の休日納税相談
小代区総合センター青年研修室

【商工会相談】
美方町商工会館

相談日（受付時間）

2月16日（木）～3月15日（水）の平日　午前9時～午後4時

3月5日（日） 午前9時～午後4時

3月２日（木）午前10時～午後3時

申告・納税相談所を開設
下の表のとおり各区で相談所を開設します。お気軽にご利用ください。
例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく

場合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

受付会場

【町納税相談】
●通常申告相談
午前7時30分～午前9時
…村岡地域局地域振興課
午前9時～午後3時
…村岡地域局3階会議室

●給与所得者対象の休日納税相談
午前7時30分～午前9時
…村岡地域局地域振興課
午前9時～午後3時
…村岡地域局3階会議室

【出張申告相談】（カッコ内は対象地区）
●兎塚地区公民館（福岡・八井谷・
大野・森脇・黒田）
●兎塚地区公民館（口大谷・中大
谷・大笹・高坂・池ヶ平・和池・
宿・日影・作山）
●射添地区公民館（入江・和佐父・
和田・長板・熊波・丸味・川会・高
津・小城）
●射添地区公民館（柤岡・長須・味
取・原・長瀬・山田・境）

【商工会相談】
村岡町商工会館

相談日（受付時間）

2月16日（木）・17日（金）・20日（月）・23日（木）・24日（金）・27日
（月）・28日（火）、3月1日（水）・6日（月）・7日（火）・8日（水）・9日
（木）・10日（金）・13日（月）・14日（火）・15日（水）
午前7時30分～午後3時

3月5日（日） 午前7時30分～午後3時

2月21日（火） 午前7時30分～午後3時

2月22日（水） 午前7時30分～午後3時

3月2日（木） 午前7時30分～午後3時

3月3日（金） 午前7時30分～午後3時

2月24日（金）、3月3日（金） 午前10時～午後3時

受付会場

【町納税相談】
●通常申告相談
香美町役場2階第2会議室
●給与所得者対象の休日納税相談
香美町役場2階第2会議室

【商工会相談】
香住町商工会館

相談日（受付時間）

2月16日（木）～3月15日（水）の平日　午前9時～午後3時

3月５日（日） 午前9時～午後3時

2月21日（火）・2月28日（火）・3月3日（金） 午前10時～午後3時

※出張申告相談の会場が
昨年と変わりました。
ご理解・ご協力をお願い
します。

■香住区■

■村岡区■

■小代区■



9：00（JAC2321） →　 9：40

17：00（JAC2323） →　17：40
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行政トピックス

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

♯1

♯2

♯3

♯4

♯5

♯6

♯7

印鑑証明書

納税証明書

登録・許可証明書

委任状

使用印鑑届

代表者身分証明書

法人登記簿謄本

経営事項審査結果通知書

建設業退職金共済事業加入・履行証明書

財務諸表

営業所一覧表

技術者経歴書

工事経歴書

測量等実績書

現況報告書副本

実績調書

パンフレット等営業品目の分かるもの

△

○

○

○

○

△

△

○

○

○

○

○

○

△

○

△

△

○

○

△

○

○

○

○

○

△

○

△

△

▲

▲

▲

○

●

○

○

△

○

△

△

○

△

○

○

【提出書類一覧表】
書類の種類

原本 写し
建設
工事

測量・
コンサル
など

物品製造
など

■
申
請
書
様
式

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格

申
請
書
﹇
国
土
交
通
省
（
地
方
整
備
局
等
）
統

一
様
式
﹈
を
Ａ
4
判
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
提

出
。
物
品
製
造
な
ど
の
業
者
も
前
記
様
式

に
準
じ
ま
す
。

■
登
録
内
容
の
公
表

規
定
に
よ
り
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
業

者
は
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
た
め
、
名
簿

や
経
営
事
項
審
査
結
果
の
数
値
な
ど
を
閲

覧
に
付
す
こ
と
に
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

役
場
総
務
部
総
務
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

■
受
付
対
象
業
種

①
建
設
工
事
　
②
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
な
ど
　
③
物
品
製
造
な
ど

※
物
品
販
売
を
目
的
と
し
た
業
者
、
役
務

の
提
供
を
行
う
業
者
に
つ
い
て
は
、
登
録

制
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
有
効
期
間

平
成
18
、
19
年
度
（
平
成
18
年
4
月
1
日

〜
平
成
20
年
3
月
31
日
）

■
受
付
締
切
　
3
月
10
日
（
金
）

・
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

・
持
参
の
場
合
は
土
・
日
曜
日
は
受
け
付

け
ま
せ
ん

■
受
付
期
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
除
く
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

○
…
添
付
書
類

△
…
該
当
す
る
場
合
必
要
な
書
類
　

●
▲
…
相
互
に
代
用
可
能
な
書
類

♯
1

国
税
（
消
費
税
含
む
）
・
都
道

府
県
税
・
市
町
村
税
が
対
象
。
本
社

所
在
地
分
の
み

♯
2

本
社
か
ら
支
社
・
営
業
所
に

権
限
委
任
を
行
う
場
合

♯
3

申
請
者
が
個
人
事
業
者
の
場

合♯
4

申
請
者
が
法
人
の
場
合

♯
5

直
近
の
も
の
を
添
付
す
る
こ

と
（
名
簿
登
載
後
、
新
規
の
通
知
を

受
け
た
場
合
は
再
提
出
）
。
有
効
期

限
切
れ
（
審
査
基
準
日
か
ら
1
年
7

カ
月
）
に
な
れ
ば
受
注
で
き
な
く
な

る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と

♯
6

建
設
工
事
の
営
業
所
は
建
設

業
法
第
3
条
に
規
定
す
る
許
可
を
受

け
た
営
業
所
が
対
象

♯
7

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
補

償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
測
量
業
者
で
、

現
況
報
告
書
の
副
本
を
提
出
で
き
る

場
合
は
、
添
付
書
類
10
〜
12
は
不
要

香
美
町
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
〜

大
阪
伊
丹
空
港
間
の
航
空
券
を
購
入
し
、
利

用
さ
れ
た
方
に
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象

・
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
町
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人

・
香
美
町
出
身
の
学
生

■
但
馬
〜
大
阪
伊
丹
間
普
通
運
賃
（
片
道
）

・
お
と
な
（
12
歳
以
上
）
…
1
0
、
5
0
0
円

・
こ
ど
も
（
満
3
歳
以
上
12
歳
未
満
）

…
5
、
4
0
0
円

■
助
成
額
（
片
道
）

・
お
と
な
　
4
、
0
0
0
円

・
こ
ど
も
　
2
、
0
0
0
円

■
助
成
手
続
き
方
法

役
場
総
務
部
企
画
課
か
各
地
域
局
地
域
振

興
課
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
香
美
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

申
請
の
際
に
は
、
搭
乗
券
の
半
券
、
印
鑑
、

助
成
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
企
画
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

大
阪
伊
丹
ま
で
約
40
分
！
　
東
京
ま
で
は
約
2
時
間
30
分
!!

早
く
て
便
利
！
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※発着時刻は天候そのほか

やむを得ない理由で変更さ

れる場合があります。搭乗

前にご確認ください。

7：30（JAL1503） →　 8：40

15：30（JAL1519） →　16：40

東京（羽田） 大阪（伊丹） 但　馬 所要時間

2時間10分

2時間10分

11：30（JAL1510） →　12：35

19：30（JAL1526） →　20：35

10：05（JAC2322） →　10：40

18：05（JAC2324） →　18：40

但　馬 大阪（伊丹） 東京（羽田） 所要時間

2時間30分

2時間30分

■コウノトリ但馬空港の運行ダイヤ（2月・3月）

※JAC2321便は土・日のみ運航

※JAC2322便は土・日のみ運航



兵庫県住宅再建共済制度への
加入はお済みですか

いつ起こるか分からない自然災害、住宅の備えは万全でしょ
うか。
震災の教訓を踏まえ、助け合いの精神に基づき、小さな負担
で被災時の大きな安心が得られる、兵庫県住宅再建共済制度に
ぜひご加入ください。
この制度は、県内に住宅を所有している人が、平常時に年

5,000円（初年度は月額500円）を負担することで、全ての自然
災害を対象に、住宅が半壊以上の被害を受けたときに、住宅を
再建・購入した場
合に600万円、補
修した場合に被害
の程度に応じて50
～200万円、再
建・購入・補修を
しない場合にも10
万円を給付するも
のです。保険とは
異なるため、既存
の地震保険などに
加えて加入するこ
とも可能です。

●申し込み方法
県庁、県の出先
機関、市役所（町
役場）、郵便局な
どにある加入申込
書に必要事項を記
載のうえ、郵送で
申込みます。
●問い合わせ先
（財）県住宅再建共済基金　1078・362・9400

7

平成18年度放課後児童クラブ
入所児童・園児募集

仕事などで昼間家庭に保護者のいない
小学生と幼稚園児を対象にした放課後児
童クラブを設置しています。
放課後と学校休業日に子どもたちが安
心して充実した生活を送れるよう、児
童・園児をおあずかりしています。（香住
区については、平成17年度同様、夏期
のみ実施を予定しています）

□開設施設
・放課後児童クラブふれあいむらおか

（村岡小学校内）
・放課後児童クラブふれあいうづか

（兎塚小学校内）
□対象者
保護者などの家族が昼間家庭にいない
小学校1年生～4年生と幼稚園児（障害の
ある児童は、中学校3年生まで利用可能）
□開設日
月曜日～土曜日（国民の祝日、8月13

日～15日、12月29日～1月3日除く）
□開設時間
小学校、幼稚園の終業時間～午後6時

（土曜日と春休み、夏休み、冬休みは午
前8時～午後6時）
□負担金　月額6、000円（平成17年度）
ほかに保険料、おやつ代が必要
□申し込み方法・期限
役場健康福祉部福祉課と各地域局健康
福祉課にある申込用紙を、2月22日（水）
までに村岡地域局健康福祉課へ提出して
ください。
□問い合わせ先
村岡地域局健康福祉課
10796・94・0321

◆どぶろく試飲即売会・研究会◆

北但の各市町では都市農村交流を行う
グリーンツーリズムが活発に取り組まれ
ていますが、中でも構造改革特区の規制
緩和により農家民宿などで作られる「ど
ぶろく」が注目されています。
そこで、どぶろくについて知っていた
だく試飲即売会・研究会を開催します。

sと　き　2月24日（金）
試飲即売会　午前10時30分～午後4時
研究会　午後1時～3時

sところ 豊岡市市民プラザ（アイティ７階）
s問い合わせ先
豊岡農林振興事務所農業振興課
10796・26・3697

≪負担と給付≫
◆共済負担金　5,000円／年
（新規加入年度は500円／月）
◆共済給付金
・自然災害で半壊以上の被害を受け、
住宅を再建･購入した場合…600万円
・住宅を補修した場合
・全壊…200万円
・大規模半壊…100万円
・半壊…50万円
・それ以外で居住を確保した場合
…10万円

≪加入申込書配置場所≫
県庁、県の出先機関、市役所（町役場）、
郵便局、金融機関（三井住友銀行、東
京三菱銀行、但馬銀行、みなと銀行、
池田銀行、信用金庫、信用組合、労働
金庫など）

犬の飼い主の皆さんへ
マナーを守って楽しい散歩
飼い犬を散歩させる際、道路・公園・海岸・私有地などに

フンをさせ、そのままにしていませんか？

犬を飼うマナーとして、散歩される時は、

フンの後始末ができるようごみ袋や新聞

紙等を携帯し、フンは必ず持ち帰り、飼

い主が責任を持って処分しましょう。

違反した人は、県の条例により10

万円以下の罰金に処せられます。

また、子犬のころから自分の

家の決められた場所でフンをさ

せるようしつけをしましょう。
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お
め
で
と
う
！
新
成
人

1
月
8
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
成

人
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
3
3
3
人
（
男
性

1
6
9
人
、
女
性
1
6
4
人
）
が
新
し
く
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
2
8
0
人
（
男
性
1
5
0
人
、

女
性
1
3
0
人
）
が
参
加
し
、
藤
原
町
長
が

「
皆
さ
ん
は
記
念
す
べ
き
新
香
美
町
が
発
足

し
て
最
初
の
新
成
人
で
す
。
合
併
し
て
香

美
町
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
町
の
将
来
像
は

“
美
し
い
山
・
川
・
海
　
人
が
躍
動
す
る

交
流
と
共
生
の
ま
ち
”
で
す
。
皆
さ
ん
も
大

い
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
「
し
っ
か

り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て
、
社
会
人
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
森
晃
平

3
3
3
人
が
大
人
の
仲
間
入
り写真撮影後、緊張感がゆるみ笑顔があふれる
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さ
ん
（
村
岡
区
森
脇
）
と
小
柴
奈
美
さ
ん
（
香

住
区
香
住
）
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
井
上
光
さ
ん
（
小
代
区
広
井
）

が
、
「
新
生
香
美
町
初
の
成
人
式
で
3
町
の

新
成
人
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
期
に
少
し
で
も
町
民
の
一

体
感
の
醸
成
と
香
美
町
の
未
来
を
築
く
礎

と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
希
望
に
満
ち
た

成
人
宣
言
を
読
み
上
げ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
決
意
を
胸
に
し
た
若
者
た
ち
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

式
典
後
に
1
階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
友
人
た
ち
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
話

を
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

【香住区の新成人】

新成人を代表して
成人宣言を読み上げる井上さん

藤原町長から記念品を受け取る
森さん（左）と小柴さん（中）
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【村岡区の新成人】

【小代区の新成人】
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要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1 要支援2

要支援1

新
し
い
年
、
平
成
18
年
も
早
や
1
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

12
月
に
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ

れ
、
特
に
村
岡
区
、
小
代
区
で
は
屋
根

の
雪
お
ろ
し
や
除
雪
に
大
変
な
年
末
で

し
た
が
、
幸
い
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は

大
き
な
雪
も
な
く
、
や
れ
や
れ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

ス
キ
ー
場
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の

雪
も
あ
り
ま
す
の
で
、
願
わ
く
は
当
分

お
断
り
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
香
美
町
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10

カ
月
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
一
歩
一
歩
、
ま
ち
づ
く

り
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
平
成
18
年
度
は
、
本
格
的

な
香
美
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
年
で
す
。

山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
の
特
色
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
財
政
状
況
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
重
点
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

一
方
で
全
般
的
な
経
費
の
縮
減
に
も
努

め
、
3
年
を
目
途
に
財
政
の
健
全
化
も

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
生
「
香
美

町
」
の
確
固
た
る
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、

格
別
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は
　
町
長
で
す

本
格
的
な
香
美
町
づ
く
り
へ

■要介護1～5と認定された人
自立した生活を支援するために
介護保険の介護サービスが利用
できます。

■要支援1、2と認定された人
心身の機能維持・改善のために
介護保険の介護予防サービスが
利用できます。

精神障害者通院医療は、精
神疾患を有し、通院による精
神医療を継続的に要する程度
の病状にある人が対象で、精
神障害や障害によって生じた
病態に対して、入院しないで
行われる医療です

1 自立支援医療について
4月から精神通院公費負担

制度は、更生医療、育成医療
とともに、障害者自立支援医
療に再編されます。
制度の対象者や医療は、4

月以降も今までと同様です。

2 負担割合について
医療費のみに着目した負担

（精神通院公費負担）と所得の
みに着目した負担（更生医
療・育成医療）が、「医療費と
所得の双方に着目した負担」
の仕組みに変わります。
負担割合は、定率1割負担

が原則ですが、所得に応じた
負担の上限が設けられます。

3 自立支援医療を受けるた
めには
2月～3月の間に障害者自立

支援医療の受給者である認定
を受ける必要があります。
詳しいことは、役場福祉課

または、各地域局健康福祉課
にご質問ください。

精神通院公費負担制
度を利用している皆
さんへ 【要介護状態区分が変わります】

これまで要介護1と認定された人、または新たに要介護認定で要介護1相当の
人を、認知症の程度や身体機能の状態などから「要介護1」と「要支援2」に分け
ます。

『介護保険』4月からここが変わる！

【介護予防事業の再編成】
介護予防事業は、①主に虚弱な高齢者を対象にした「特定高齢者施策」と②

全ての高齢者を対象にした「一般高齢者施策」に分けて、より効果的な介護予
防事業を実施します。

【予防重視型システムへの転換】
高齢者が必要以上に介護に頼らずに生活できるようにする介護予防に重点が

置かれます。対象となるのは要介護区分が要支援1、要支援2の人で、これまで
通所介護などの中に新たに選択できるサービスとして運動機能の向上、栄養改
善、口腔機能向上のプログラムが「新予防給付」として追加されました。利用
者の目標に応じて単独で、あるいは複数を組み合わせて利用できます。

◆運動機能向上教室
身近にある道具を使った運動やスト

レッチなど
◆低栄養予防教室
バランスのとれた食事をテーマに学

習と調理など
◆訪問活動など
栄養士、保健師などによる訪問指導

◆転倒予防教室
転倒予防体操、体力測定など
◆認知症予防教室
音楽や体操による脳活性化訓練など
◆食生活改善事業
栄養士、保健師などによる栄養指導

や講義
◆介護予防リーダー養成
地域で介護予防リーダーとして活動

するための学習など

心身機能の維持、
向上が望まれる高齢者

元気な高齢者

これまで
の区分

4月からの
新しい区分

■問い合わせ先　健康福祉部介護保険係　10796・36・4345
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Town News
まちの話題

1
月
に
開
か
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
で
、
香
住
区
隼
人
に
あ

る
森
田
家
住
宅
が
香
美
町
初
の
国
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
登
録
文
化
財
は
、
指
定
文
化
財
よ
り
建
物
が
自
由

に
活
用
で
き
る
文
化
財
の
保
存
制
度
で
す
。

森
田
家
住
宅
は
明
治
3
年
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
20
年
ご
ろ
ま

で
養
蚕
農
家
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
登
録
さ
れ
た
の
は
母
屋
の

ほ
か
、
土
蔵
、
付
属
屋
、
中
門
の
計
4
件
。

今
回
の
登
録
に
関
し
て
当
主
の
森
田
充
さ
ん
は
、「
大
変
名
誉

な
こ
と
。
で
き
る
限
り
保
存
に
努
め
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
注：

森
田
家
住
宅
は
、
現
在
も
住
宅
と
し
て
利
用
し
て
い
る
た

め
、
原
則
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
）

養
蚕
農
家
の
趣
を
現
代
に
伝
え
る

森
田
家
住
宅
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

今回、国登録有形文化財になった森田家住宅

1
月
24
日
、
町
立
小
代
小
学
校
で
6
年
生
の

児
童
と
藤
原
町
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語

り
合
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
会
で
、

22
人
の
児
童
が
、
役
場
の
組
織
を
模
し
て
「
小
代

ち
び
っ
子
地
域
局
」
と
し
て
町
民
課
や
農
林
課
な

ど
と
名
付
け
た
班
に
分
か
れ
て
、
事
前
に
現
状

の
調
査
や
関
係
施
設
な
ど
の
見
学
を
行
っ
た
上

で
、
所
管
分
野
か
ら
町
長
に
対
し
て
具
体
的
な

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

「
町
の
文
化
財
の
Ｐ
Ｒ
を
」

普
段
、
消
費
者
が
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
松

葉
ガ
ニ
の
漁
獲
現
場
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
柴
山
港
漁

業
協
同
組
合
（
村
瀬
晴
好
組
合
長
）
が
こ
の
た
び
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
の

松
葉
ガ
ニ
漁
解

禁
前
後
か
ら
始

ま
り
、
出
漁
風

景
、
操
業
中
の

船
内
、
水
揚
げ
、

日
本
一
と
い
わ

れ
る
カ
ニ
の
選

別
、
セ
リ
な
ど

を
収
録
。

私
た
ち
の
提
案
　
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

小
代
小
学
校
で
町
長
と
語
り
合
う
会

「
間
伐
材
を
利
用
し
た
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
」

「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
を
」

「
防
災
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
」

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
流
を
」

な
ど
、
本
格
的
な
指
摘
や
提
案
が
続
出
。

最
初
、
香
美
町
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た

藤
原
町
長
も
、
子
ど
も
た
ち
の
提
案
に
「
貴
重

な
提
案
を
あ
り
が
と
う
。
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
始
め
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
ま

ち
づ
く
り
の
提
案
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

自分たちで調べた結果を発表する児童たち

カ
ニ
漁
の
現
場
を
も
っ
と
知
っ
て

柴
山
港
漁
協
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

完成したＤＶＤと
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ビ
デ
オ
撮
影
か
ら
編
集
ま
で
全
て

を
漁
協
職
員
の
手
で
行
っ
た
手
作
り

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
今
回
は
7
0
0
枚
を
制

作
。
学
校
や
民
宿
、
行
政
機
関
、
水

産
加
工
業
者
な
ど
に
配
布
し
た
ほ
か
、

希
望
者
に
は
有
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

完
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
村
瀬

組
合
長
は
、「
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

を
聞
い
て
、
第
2
弾
、
3
弾
を
作
っ

て
い
き
た
い
。
現
場
の
漁
師
と
消
費

者
と
の
距
離
が
少
し
で
も
縮
ま
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
撮
影
を
担
当
し
た
同
漁
協

会
計
主
任
、
小
林
茂
樹
さ
ん
は
、「
日

本
海
の
厳
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
姿

を
通
し
て
、
な
ぜ
松
葉
ガ
ニ
が
高
級

品
と
い
わ
れ
る
の
か
を
少
し
で
も
分

か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ヘリコプターも出動しての
大規模な救助訓練

太
古
の
ロ
マ
ン
を
分
か
り
や
す
く
解
説

足
跡
化
石
解
説
案
内
板
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

足跡化石発見現場に設置された解説案内板

香
住
区
内
で
発
見
さ
れ
た
古
代
生
物
の
足
跡
化
石
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

町
教
育
委
員
会
は
香
住
区
下
浜
の
足
跡
化
石
発
見
現
場
に
解
説
案
内
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

足
跡
化
石
は
平
成
15
年
に
香
住
海
岸
内
の
4
カ
所
で
発
見

さ
れ
、
2
0
0
0
万
〜
1
7
0
0
万
年
前
の
ゾ
ウ
、
シ
カ
、

サ
イ
、
鳥
類
な
ど
の
足
跡
と
さ
れ
、
発
見
種
類
や
数
の
多
さ

が
日
本
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

旧
香
住
町
教
育
委
員
会
で
は
16
年
度
か
ら
本
格
的
な
調
査

を
開
始
し
、
学
術
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

4
カ
所
の
発
見
現
場
の
中
で
最
も
見
学
し
や
す
い
香
住
区

下
浜
の
現
場
に
、
1
月
26
日
、
解
説
案
内
板
が
設
置
さ
れ
た

ほ
か
、「
香
住
の
太
古
を
静
か
に
語
る
　
足
跡
化
石
」
と
い
う

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
天
で
現
地
見
学
が
で
き
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、

香
住
区
境
の
町
立
海
の
文
化
館
内
に
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。

ゾンデ棒で遭難者を捜索する救助隊員

1
月
18
日
、
村
岡
区
大
笹
の
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
で
冬
山

遭
難
者
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
方
広
域
消
防
本
部
や

警
察
、
山
岳
救
助
隊
、
ス
キ
ー
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
兵
庫
県

消
防
防
災
航
空
隊
も
加
わ
り
、
約
80
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

捜
索
・
救
助
技
術
の
向
上
、
関
係
機
関
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
客

や
登
山
者
の
遭
難
事
故
防
止
へ
の
呼
び
か
け
を
目
的
に
、
旧
村
岡
町
で
は
毎
年
こ

の
時
期
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
香
美
町
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、

今
回
か
ら
小
代
山
岳
遭
難
救
助
隊
も
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
客
2
人
が
頂
上
付
近
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
参

加
者
は
消
防
本
部
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ゾ
ン
デ
棒
を
使
っ
た
捜
索
や
担

架
に
よ
る
引
き
上
げ
作
業
の
ほ
か
、
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
搬
送
作
業
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

遭
難
者
を
救
え
！

冬
山
遭
難
事
故
救
出
訓
練

雨でも安心
海の文化館に
常設展示コーナー
を設置
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111

〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053

〃　　　村岡地域局　　　　94・0321

〃　　　小代地域局　　　　97・3111

香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764

〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166

公立村岡病院　　　　　　　　94・0111

香住地域福祉センター　　　　36・4345

香住老人福祉センター　　　　36・5008

村岡老人福祉センター　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

㈲かどや

マルカツ水産㈱

〃

㈲三七十

日本調剤㈱

宮崎水道設備

但馬ディーゼル㈲

〃

㈱西山工務店

㈱蔵平水産

㈲さだ助

〃

㈱株本産業

㈲アイ・ティー

〃

㈲もりひろ商店

清水工業㈲

㈲カネニ寺川商店

㈱香住観光公社

〃

北但西部森林組合

㈱田野工務店

社会福祉法人みかたこぶしの里

ダイビングショップ・旅館接客

工場管理者

水産加工

調理師見習

薬剤師

給排水衛生設備配管工

一般事務

機械整備工員（見習可）

現場監督

製造包装員

調理師

接客

採石業業務管理者

飲食業接客

調理師見習

水産加工員

機械等保守補助

水産加工員

接客係

副支配人・課長

林業

営業

事務員

18～35

30以下

不問

不問

22～45

不問

不問

不問

22～45

18～50

20～40

20～35

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

35～50

不問

不問

不問

2

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

2

1

2

2

1

1

1

1

1

10

1

2

事業所名 職　　種 年齢 人数

㈱日本海フーズ

㈱丸近

㈲かどや

味ん宿　英祥

㈲三七十

日本調剤㈱

㈱蔵平水産

㈲アイ・ティー

〃

かすみ福祉サービス㈲

㈱コメリ

〃

デサントアパレル㈱

㈱入江産業

村岡日石㈱

ニチレクコーポレーション㈱

㈱コメリ（村岡店）

〃

▼パート

求人情報
（平成17年12月23日～18年1月20日・順不同）

フロアスタッフ

一般作業員

旅館・食事処接客

接客・清掃

雑役

薬剤師

製造包装員

飲食業接客

調理師見習

認知症対応型生活介護事業

販売員

〃

資材事務

アルミ部品検査・軽作業

給油スタッフ

清掃・駐車係・接客係等

販売員

販売員

不問

不問

18～55

不問

不問

22～45

20～50

不問

不問

不問

16～40

18～45

不問

20～45

不問

不問

不問

不問

5

4

2

1

1

1

2

2

2

2

6

6

1

1

2

8

2

2

ハローワーク香住（職業安定所）
10796・36・0137

・申込書・パンフレットは県財産管
理室へご連絡いただければ郵送しま
す。また、県のホームページ
（http://web.pref.hyogo.jp/zaisan/inde
x.htm）にも情報を載せています。
s問い合わせ（申し込み）先
兵庫県企画管理部財産管理室
1078・341・7711（内2551）

◆金婚夫婦祝福式典◆
結婚50年を迎えた夫婦を招き、長
寿と繁栄を祝う「金婚夫婦祝福式典」
（神戸新聞社主催）が開催されます。
該当する夫婦はもれなくお申し込
みください。申し込まれた金婚夫婦
には表彰状や記念品などが贈られま
す。
当日の服装、付き添いなどは自由
です。
sとき　5月14日（日） 午後1時～
sところ　豊岡市民会館
s対象
昭和32年中に婚姻届を提出した

夫婦
s申込方法
役場健康福祉部福祉課、各地域局
健康福祉課、神戸新聞支局、販売所
にある申込書に必要事項を記入し、
個人事項証明か戸籍抄本（コピー可）
を添えて提出してください。
s申込期限
役場・各地域局…3月2日（木）
神戸新聞各支局・販売所

…3月3日（金）
s問い合わせ先
役場健康福祉部福祉課
10796・36・1111
村岡地域局健康福祉課
10796・94・0321
小代地域局健康福祉課
10796・97・3111

◆国道178号余部道路　平成16年度
事後監視調査結果報告書縦覧◆

s縦覧内容
環境影響評価事後監視調査結果報告
事業名「一般国道178号余部道路」
事業者「兵庫県知事　井戸敏三」

s縦覧場所
浜坂土木事務所工事業務課
役場建設部建設課

s縦覧期間
3月1日（水）～3月31日（金）の午

前9時～午後5時（土、日、祝日除く）
s問い合わせ先
浜坂土木事務所（余部道路担当）
10796・82・3141
役場建設部建設課
10796・39・2058

◆鳥インフルエンザ予防について◆
昨年は国内でも鳥インフルエンザ
が発生しました。
大切に飼育している鶏を鳥インフ
ルエンザから守るため、次の事に注
意しましょう。
・鶏舎は清潔にして定期的に消毒し
ましょう
・鶏と野鳥などが接触しないように
しましょう
・鶏と接触した後は手洗い、うがい
をしましょう
■主な症状
①呼吸器症状（元気がなくなり、口
をあけてゼーゼーというなど）
②出血斑や紫色に変色（顔色、とさ
か、脚部）
③神経症状（首曲がりや歩行異常など）
※鳥インフルエンザを疑う症状があ
れば家畜保健衛生所か役場農林課に
ご連絡ください。
s問い合わせ先
和田山家畜保健衛生所
1079・673・2331
役場産業部農林課
10796・94・0321

そのほか

●緑化募金にご協力ありがとうございました●
緑化募金につきまして、多額の寄付をいただきありがとうございまし
た。皆さんのご協力により募金額は町全体で846,682円となりました。
集まった募金は、緑豊かな個性ある町づくりのため、森林整備をはじめ、
森林ボランティアの活動支援や緑化活動に利用します。今後とも深いご
理解を賜りますようよろしくお願いします。
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◆平成18年度
市町交通災害共済加入者◆

1人年間500円の掛金で通院・入
院3日以上の交通傷害に2万円から
最高80万円までの見舞金が支払わ
れます。昨年度から請求件数の多い
9、10等級の見舞金が5,000円増額
されています。
万一のときに備えて『市町交通災
害共済』に家族で加入してください。
s共済期間
平成18年4月1日～平成19年3月

31日（途中加入の場合は、申込日の
翌日から有効）
s加入方法
全戸配布する申込書に必要事項を
記入し、掛金を添えて各区長に届け
てください。
s申込期限　3月10日（金）
※4月以降にも加入できますが、掛
金は期間に関係なく一律500円です
s問い合わせ先
役場健康福祉部町民課
10796・36・1111
村岡地域局健康福祉課
10796・94・0321
小代地域局健康福祉課
10796・97・3111

◆平成18年度ごみカレンダー
広告掲載店◆

ごみカレンダーは各家庭や事業所
に配布されるごみの収集日をカレン
ダーにしたものです。
町では平成18年度版ごみカレン

ダーの広告掲載店を募集します。
あなたの会社をＰＲしませんか。

保健衛生の向上と環境美化の推進に
ご理解いただき、ご応募ください。
s紙面の大きさ・掲載料金
各月下段（縦4.5センチ×横13.5セ
ンチ）10,000円
s応募締切　2月22日（水）先着順
s応募方法
広告レイアウト案を役場健康福祉
部町民課に持参してください。

◆村岡・都市と農村交流センター、ロ
ッジかどま・キャンプ場指定管理者◆
村岡・都市と農村交流センター

とロッジかどま・キャンプ場を一
体の施設として管理運営を委ねる
指定管理者を公募しています。
s募集要項の配布期間
2月21日（火）までの平日
午前9時～午後5時

s募集要項の配布場所
役場総務部企画課、村岡地域局

地域振興課、小代地域局地域振興
課、ロッジかどま、門真市役所市
民文化課
s現地説明会日時・会場
3月1日（水） 午後2時～
ロッジかどま

s申請受付期間・場所
3月27日（月）～31日（金）
午前9時～午後5時
門真市役所市民文化課

s問い合わせ先
村岡地域局地域振興課
10796・94・0321
門真市役所市民文化課
106・6902・6034

◆県有地売り払い一般競争入札◆
sと　き
3月1日（水） 午後2時30分～

sところ
兵庫県豊岡総合庁舎会議室
（豊岡市幸町）

s売却物件
村岡区村岡字嶋2219番4
（宅地、297.63g）

s入札参加方法
・個人・法人は問いません
・必要書類を添えて県財産管理室へ
申し込んでください

s申込期限　2月20日（月）必着
・郵送か持参でお申し込みください
・郵送の場合は書留・簡易書留・配
達記録のいずれかで提出
・持参の場合は土・日を除く午前9
時～午後5時

s問い合わせ（応募）先
役場健康福祉部町民課
10796・36・1111

◆町有宅地　第2次分譲◆
s宅地の概要
村岡区高井字下大仙336番地
宅地面積　298.65g（90.34坪）

s分譲価格
7,914,225円（上下水道加入金含む）
分譲単価（１g当たり）26,500円

s申し込み資格
・香美町に在住か居住しようとする人
・申込者本人が居住する住宅を10
年以内に建築し、居住すること

s申し込み・契約
・現地確認は各自で行ってください
・受付場所…役場建設部建設課か
各地域局産業建設課
・申し込みが決定次第締め切り
・譲渡契約締結日までに内金とし
て譲渡代金の3分の1以上の額を
納入。残金は契約締結日から3年
以内に納入
・そのほかの条件は申し込み時に説明
s問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課
10796・39・2058

◆小・中・養護学校非常勤職員◆
s勤務内容
新任教員の初任者研修に係る授業
の補充
s報酬など
・1時間当たり2,800円（変更の場合あり）
・交通費は支給限度額内で実費支給
s応募資格
希望する校種の教育職員免許法に
定める小・中・高等学校教諭普通免
許取得者（4月1日までに取得見込み
含む）
s応募締切　3月22日（水）必着

（土・日・祝日除く）
s問い合わせ（応募）先
教育委員会学校教育課
10796・94・0101
但馬教育事務所教育推進課
10796・26・3774

けいじばん
募　　集

開　　催
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
1
1
号
）
平
成
1
8
年
2
月
9
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

但馬トンネル
至和田山

至村岡

スカイバレイ

ハチ北高原スキー場 
至兎和野高原 

木の殿堂 

但馬高原植物園 

ハチ北 

ハチ北温泉 

道の駅ハチ北 
湯治の郷 

ハチ北高原民宿街 

スキー場 
観光協会 

国道9号  

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成18年1月1日現在）

合　計　22,599人（－16）
男　　10,768人（－14）
女　　11,831人（－ 2）
世帯数 6,977世帯（± 0）

カッコ内は前月比

冬
山
遭
難
事
故
救
出
訓
練
の
取
材
で
、
ハ

チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
へ
行
き
ま
し
た
。
旧
香

住
町
民
の
私
に
と
っ
て
訓
練
の
取
材
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
事
前
に
村
岡
区
の
人
か
ら

情
報
収
集
。
す
る
と
数
人
の
口
か
ら
、「
大
変

だ
ぞ
〜
、
過
酷
だ
ぞ
〜
」
と
い
う
言
葉
が
。
訓

練
は
朝
か
ら
始
ま
る
う
え
、
今
年
は
近
年
に

な
い
大
雪
。
「
香
住
か
ら
現
場
へ
向
か
う
と
、

も
し
か
し
た
ら
時
間
ま
で
に
た
ど
り
着
け
な

い
の
で
は
…
」
と
思
い
、
村
岡
の
同
僚
に
無
理

を
言
っ
て
、
前
日
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

防
寒
着
も
用
意
し
、「
こ
れ
で
準
備
万
端
、
い

ざ
ハ
チ
北
へ
」。
と
こ
ろ
が
当
日
、
目
が
覚
め

る
と
見
事
な
青
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

少
し
拍
子
抜
け
し
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

訪
れ
た
快
晴
の
ハ
チ
北
高
原
の
美
し
さ
に
、

訓
練
の
取
材
の
合
間
を
縫
っ
て
風
景
撮
影
。

平
日
の
朝
で
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

場
内
は
サ
ラ
サ
ラ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
一

面
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
海
岸
部
で
は
水

分
を
含
ん
だ
重
た
い
雪
が
降
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
山
間
部
の
雪
質
の
良
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
改
め
て
香
美
町
の
地
域
の
広
さ
、
多
彩

さ
を
実
感
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
（
タ
ク
）

【写真上】木をふんだんに使用した温泉施設　【写真下】ハチ北に春の訪れを告げるザゼンソウ

昭和43年12月の開業以来、関西を

代表するスキー場へと発展を遂げて

きたハチ北高原。

道の駅・ハチ北からスキー場方面

へ進むと、ハチ北温泉「湯治の郷」が

あります。

施設は木をふんだんに使い、木の

香りが気持ちを和らげてくれます。

ハチ北温泉はラドン（ラジウム）が

特徴です。ラドンには活性酸素（病気、

老化の原因）を取り除く作用があり、

北但で唯一の療養温泉として湯治に

は最適な温泉です。

温浴だけでなく飲むこともでき、

ラドンを十分吸引できるようになっ

ています。さらにラドン吸入室があ

り、コックをひねると霧状の温泉が

出てきて、より一層ラドンを吸引で

きます。

また、温泉一帯は素晴らしい自然

も堪能できます。温泉でゆっくりく

つろいだ後は、湯治の郷の周りの自

然で心もくつろぐことができます。

■営業時間　午前10時～午後10時

毎週火曜日定休日（ただし、冬季間

は無休）

■問い合わせ先

ハチ北温泉「湯治の郷」

�0796・96・1666


